
畜産経営総合指導事業

１．事業の目的

畜産業は牛、豚など家畜の種類によって生産構造が異なり、多様で高度な

技術が求められます。また、出荷までの期間が他の農産物に比べて長く、そ

の経営に要する資金が多額に上り、時々に想定されないような飼料価格の高

騰や畜産物価格の低下、伝染病の発生など不安定な生産環境にあります。

このため、関係機関、団体が一体となった指導体制を整備し、相互の協力

のもと、個々の経営技術水準、実態に応じた経営技術の診断分析に基づく指

導を実施するとともに、畜産経営体の集団活動を促し地域的な経営改善の取

り組み、低コスト等を推進することにより、生産性の高い畜産経営の実現を

図ることを目的としています。

２．事業の内容

（１）生産経営技術指導

生産・経営技術の改善に向けて畜産経営個々の生産・経営実態に応じ

た経営分析に基づく改善指導等を毎年５０～６０件行っています。

（２）研修会・セミナーの開催

外部講師を招いて経営基盤強化、育成に向けた「乳質改善」、「肉質改

善」、「税制対策」「畜産における経営・事業継承対策」などの講習会等

を開催しています。

３．経営診断申込方法

経営診断受診を希望される方は、最寄りの普及指導センター若しくは

当協会へご連絡下さい。

畜産農家の皆さまへ


